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【目的】口腔外科学講座では，2005 年よりベトナム社
会主義共和国（ベトナム），2007 年よりモンゴル国（モ
ンゴル）で口唇・口蓋裂を中心とした口腔顎顔面領域疾
患に対する海外医療援助を行ってきたので，その概要を
報告する．
【方法】2005 年〜2015 年の医療活動において，医療援
助に至った経緯，実施地域，メンバー，活動状況の実際，
症例および活動に対する総括および今後の方針について
検討した．
【結果】
① 経緯：2004 年日本口蓋裂学会でわれわれの発表が評
価され，NPO 法人日本口唇口蓋裂協会より海外医療援
助協力を依頼され，実施するに至った．
② 活動地域：ベトナムはベンチェ省で，モンゴルではド
ルノゴビ県，ホブト県，ヘンティ県，セレンゲ県およ
び首都ウランバートルで活動を行った．
③ メンバー：ベトナムは他大学との合同で実施し，2005
年は当大学からは口腔外科医のみで，2006 年は口腔外
科医，麻酔科医，看護師のチームで参加した．モンゴ
ルでは日本隊とモンゴル隊との合同で，日本隊は口腔
外科医 3-6 名，麻酔科医 1 名と看護師 1 名であった．
④ 活動状況：現地活動約 6 ヶ月前に日程や活動地域を決
定し，出発 1 ヶ月前までに現地の情報収集と医療器
材・薬剤の調達を行った．現地では，現地医師らとと
もに手術症例の最終決定を行い，手術は両国の医師ら
の合同で行い，手術などの技術移転を行った．
⑤ 症例：ベトナムでの手術症例総数は 12 例で，モンゴル
での手術施行総数は 99 例，診察を行った症例総数は
195 例であった．
⑥ モンゴル国での初期の活動は，モンゴル国の医療状況，
現地医師や病院情報など現地の状況が全く分からない
ため，様々な薬剤，器材や物品などを日本から準備し
て活動してきた．しかし，近年は現地状況が把握でき，
物流も豊富になってきたため，現地のものを使用し，
手術を行っている．また，以前は審美面の回復のみ注
目されていたが，現在は機能面の回復も積極的になり，
今後は顎変形症の手術も行っていく予定である．
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【目的】フィリピンのマニラ，レイテ島，ミンドロ島で
の 14 日間の医学部海外研修を通して同国の保健医療の
問題点とその対策について学び，本邦の医療問題との関
連性について考察することを目的とした．
【医療・保険】
1）PhilHealth：公的健康保険制度があり，低所得者や
先住民族（マニアン族）等の保険料は地方自治体等が負
担している．問題点として，傷病の程度や医療施設のレ
ベルごとに 1 日当り給付上限，入院費の給付期間が限定，
患者の自己負担がある．
2）保健医療の拠点：保健省 Department of Health（DOH）
をトップに，地域保健局 Regional Health Office（RHO），
州保健局 Provincial Health Office（PHO），町保健局 Mu-
nicipal Health Office（MHO），村保健局 Barangay Health 
Station（BHS）の各組織が整備され，それぞれの独自性
も賦与されていた．
【母子保健・寄生虫病対策】
1）子供への予防接種等：ワクチンや駆虫薬の保健施設
や学校での一斉実施や保健教育．
2）高周産期死亡率：BEmONC/CEmONC［基礎的 / 包
括的救急産科新生児ケア］を整備し施設分娩を推奨．
【医療従事者不足への対策】
1）国立フィリピン大学健康科学部の存在：海外への頭
脳流出対策の一つとして，地方医療従事者確保のために
地方出身の人材を育て出身地域で雇用．奨学金の充実で
経済的な問題を解消．階段状教程で助産師，看護師，医
師の順に教育・免許取得できる制度を確立等により，明
らかな成果が得られている．
2）Medical Mission：経済的理由などから医療アクセス
が困難な地域住民への無料医療提供．
【まとめ】本研修では，フィリピンの地域医療の実際に
触れ，現地の人々が直面している問題についての理解を
深めることができた．今後の，わが国の地域医療につい
て考えるときに，特に地域住民の健康保持のためのボラ
ンティア制度等，参考になるものがあった．また，同時
に日本住血吸虫症やフィラリア症による象皮病・陰嚢水
腫など，日本ではみられない疾患を実際に診ることが出
来たことは大きな収穫であった．今回の貴重な経験を糧
として，我々も将来を見据えて研鑽を重ね，医療におけ
る問題について考えを深めていきたい．
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